
 

女性役員育成・理工系女性人材の育成促進に向けて 

（第 14 回重点方針専門調査会） 

 

平成 30 年４月 24 日 

お茶の水女子大学 

室伏きみ子 

 

 本日の調査会を欠席するに当たりまして、女性役員育成・理工系女性人材の育

成促進に向けて、以下の意見を提出致します。 

 

 

● お茶の水女子大学は、1875 年の創設以来一貫して、女性の自立と社会的活

躍促進に向けた教育を実施して来ました。お茶の水女子大学に所属する学

生・教員を対象とした女性研究者の育成と活躍支援などの取組のほか、女子

の理工系進学者の増加に向けて、女子中・高生とその保護者や教員を対象と

した講演会やセミナー等を、地方都市も含め、全国的に開催しています。（別

添１） 

 

● 社会で活躍する理工系女性から女子中・高生に対してキャリアを示すことは、

理工系分野へ進学することへの興味・関心を高める上で有効な方策です。今

後、理工系分野における女性人材を育成・確保していくためには、産学官が

連携し、理工系女性の活躍や人材育成の場を拡大すると共に、理工系進学の

先にある多様なキャリアを全国各地で示していく必要があります。 

 

● また、2015 年度より、キャリアアップを目指す女性のための「お茶大女性

ビジネスリーダー育成塾：徽音塾（きいんじゅく）」を開講しています（詳細

は別添２ 参考資料を参照して下さい）。これまでの４期（1 年度 1 期、各期

6 講座を開講）で 304 名の受講者があり、講座修了後には修了証書が発行

されています。 

 

● 第４次男女共同参画基本計画の目標も踏まえ、より積極的に女性役員候補を

増やすためには、長く女性に学びの場を提供してきた大学における取組を含

め、産学官の協働による研修の拡充策が必要だと考えます。 
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